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「堪
え
忍
ぶ
」と
は 

 
 
 
 

相
手
を
認
め
て 

 
 

 
 
 

自
分
を
創
る
こ
と 

  

「
堪
忍
」
と
言
え
ば
こ
ん
な
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
、
「
儒
教
」
「
道
鏡
」
「
仏
教
」
が
は
や
っ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
る
時
、
町
民
に
人
生
に
お
け
る
堪
忍
な
生
き
方
を
説
き
、

「
堪
忍
」
の
二
文
字
が
大
切
な
ん
だ
と
力
説
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
聞
い
た
町
民
が
指
を
折
り
な
が
ら
「
先
生
は
二
字
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
か
ん
に
ん
は
四
文
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
。
い
ら
い
ら
し
た
先
生
が
「
堪
忍
は
二
文
字
で
あ
る
」

と
憤
慨
し
ま
し
た
。 

 

漢
字
を
知
ら
な
い
町
民
た
ち
は
ま
た
指
を
折
り
な
が
ら

同
じ
こ
と
を
先
生
に
繰
り
返
し
て
言
う
ば
か
り
。
さ
ら
に
先

生
が
「
堪
え
忍
ぶ
」
と
い
う
と
、
「
一
文
字
増
え
て
五
文
字

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
二
文
字
な
ん
で
す
か
」
と
聞
く

始
末
。 

 

と
う
と
う
か
ん
し
ゃ
く
起
こ
し
た
先
生
は
、
「
学
の
な
い

や
つ
は
困
る
！
お
前
ら
さ
っ
さ
と
帰
れ
！
」
と
怒
鳴
り
飛
ば

し
ま
し
た
。
「
は
い
、
帰
り
ま
す
。
先
生
の
教
え
て
く
れ
た

『
堪
忍
』
の
意
味
を
腹
の
中
に
入
れ
ま
し
た
の
で
少
し
も
腹

が
立
ち
ま
せ
ん
」
と
、
町
民
た
ち
は
に
こ
や
か
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

堪
忍
の
「
忍
」
に
言
偏

ご
ん
べ
ん

を
つ
け
る
と
認
と
い
う
字
に
な
り

ま
す
。
忍
に
は
認
め
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
自
分
が

受
け
止
め
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
意
味
合
い
も
「
堪
忍
」
と

い
う
意
味
に
は
あ
り
ま
す
。 

 

人
生
に
あ
っ
て
、
相
手
を
認
め
自
分
を
作
り
上
げ
て
い
く

方
法
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、
「
堪
忍
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

住
職
著
書
「
和
尚
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
よ
り 
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

五
月 

○
遠
藤
家
百
ヶ
日 

 
 
 

5
日 

11
時 

○
伊
藤
家
百
ヶ
日 

 
 
 

5
日 

13
時 

○
道
了
講 

 
 
 

7
日 

10
時 

○
川
名
家
百
ヶ
日 

 
 
 

12
日 

11
時 

○
市
川
家
一
周
忌 

 
 
 

12
日 

11
時 

○
柏
木
家
四
十
九
日 

 
 

12
日 

12
時 

○
藤
井
家
四
十
九
日 

 
 

12
日 

13
時 

○
山
元
家
一
周
忌 

 
 
 

12
日 

14
時 

○
田
村
家
三
回
忌 

 
 
 

13
日 

11
時 

○
篠
家
三
回
忌 

 
 
 

13
日 

12
時 

○
松
永
家
百
ヶ
日 

 
 
 

13
日 
13
時 

○
渡
部
家
一
周
忌 

 
 
 

19
日 
10
時 

○
松
田
家
二
十
三
回
忌 

 
 

19
日 

11
時 

○
藤
波
家
七
回
忌 

 
 
 

20
日 

11
時 

○
遊
屋
家
十
三
回
忌 

 
 

20
日 

12
時 

○
第
九
十
五
回
じ
ぞ
う
寄
席 

 
 

20
日 

17
時 

○
地
蔵
講 

 
 
 

23
日 

10
時 

○
金
子
家
一
周
忌 

 
 
 

26
日 

10
時 

○
難
波
家
一
周
忌 

 
 
 

27
日 

10
時 

○
中
込
家
三
回
忌 

 
 
 

27
日 

11
時 

○
中
島
家
七
回
忌 

 
 
 

27
日 

12
時 

 

六
月 

○
佐
々
木
家
一
周
忌 

 
 

2
日 

11
時 

○
道
了
講 

 
 
 

7
日 

10
時 

○
相
澤
家
四
十
九
日 
 
 

9
日 

11
時 

○
菊
地
家
十
三
回
忌 

 
 

16
日 

9
時
30
分 

○
小
野
家
一
周
忌 
 

 
 

16
日 

11
時 

○
松
本
家
十
三
回
忌 

 
 

16
日 

12
時 

○
青
木
家
一
周
忌 

 
 
 

17
日 

11
時 

○
秋
山
家
十
三
回
忌 

 
 

20
日 

11
時 

○
地
蔵
講 

 
 
 

21
日 

10
時 

○
梅
津
家
一
周
忌 

 
 
 

24
日 

11
時 

 

 

七
月 

○
道
了
講 

 
 
 

6
日 

10
時 

○
藤
井
家
七
回
忌 

 
 
 

8
日 

10
時 

○
お
盆
棚
経 

 
 
 

12
～
15
日 

 

○
石
崎
家
一
周
忌 

 
 
 

22
日 

11
時 

○
地
蔵
講 

 
 
 

23
日 

10
時 

○
原
田
家
十
七
回
忌 

 
 

28
日 

11
時 

 

八
月 

○
お
盆
棚
経 

 
 
 

12
～
15
日 

○
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭 

 
 

19
日 

○
橋
本
家
十
七
回
忌 

 
 

26
日 

10
時 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

五
月 

○
龍
音
寺
大
般
若
会 

 
 

3
日 

14
時 

○
教
区
会 

 
 
 

7
日 

15
時 

○
保
護
司
沼
津
地
区
総
会 

 
 

18
日 

13
時
30
分 

 

六
月 

○
楞
厳
院
大
施
食
会 

 
 

30
日 

15
時
30
分 

 

七
月 

○
霊
山
寺
大
施
食
会 

 
 

15
日 

11
時 

○
興
福
寺
大
施
食
会 

 
 

16
日 

11
時 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

○
土
・
日
曜
日
坐
禅
会 

  

  
 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

 

  

8
日 
19
時
30
分 

○
写
経
会 

 

5
月
28
日 
9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

 

8
・
23
日 

11
時 

 

【
お
知
ら
せ
】 

 

□
東
久
爾
宮
記
念
賞
授
与
式
出
席 

四
月
十
八
日 

東
京
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
に
て
、
全
国
約
六
十
名
の
人
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
小
生
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
関
係
で
受
賞 

静
岡
県
で
は
日
本
画
家
の
木
村
圭
吾
氏
と
二
人
で
し
た
。 

□
永
代
供
養
墓
地
申
し
込
み
が
増
え
る 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
墓
地
を
も
と
め
て
も
子
供

が
い
な
い
、
お
墓
が
管
理
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
だ
ん

だ
ん
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。 

□
写
経
会
、
お
茶
の
会
を
、
始
め
ま
し
た 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

五
月
は
二
十
四
日
で
す 

先

生
は
山
本
先
生 

参
加
料
は
千
円
で
す 

 

お
茶
会
は
月
に
一
回
で
す 

場
所
は
三
明
寺
別
館
で
す 

□
大
岡
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
開
催 

 

約
三
十
名
の
参
加
者
と
御
詠
歌
講
の
皆
さ
ま
で
法
要
が

あ
り
、
住
職
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

□
管
区
護
持
会
集
会
参
加 

四
月
二
十
六
・二
十
七
日 

岐
阜
で
開
催
さ
れ
住
職
と
総
代
の
杉
山
泰
司
氏
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 【
後 

記
】 

今
年
の
桜
は
長
い
間
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ゲ
リ

ラ
豪
雨
・
竜
巻
等
、
今
年
の
夏
も
心
配
で
す
。（
Ｏ
・
Ｓ
） 

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日 

第
43
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
嶽
山 

三
明
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話 
 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
n
m
y
o
u
j
i
.
c
o
m
 

メ
ー
ル 

 
i
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a
n
m
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o
u
j
i
.
c
o
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 東久爾宮記念賞授与式にてサンコン氏と 

同受賞者、画家の木村圭吾氏と 
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